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目的 

従来の人工干潟造成は，生物生息環境に適した水深

まで浅場を造成し，その表面を山砂・海砂等の砂質土

で覆っている。この場合，表面に用いる砂質土を外部

から搬入することが必要であるとともに，栄養分の少

ない砂質状の干潟は生物量が少ないという問題がある。

また海底に堆積している有機物を多く含む底泥(ヘド

ロ)を除去する浚渫工法も行われている。 

このような観点から，浚渫土を用いることで、干潟

生物への有機物供給を促すとともに，底生生物の牛息

環境をより早期に整備することができることを期待し、

浚渫ヘドロと干潟予定地の砂質土を混合した人工干潟

の造成手法を開発した。この工法は干潟材料にヘドロ

を用いることで，従来問題であった浚渫ヘドロの処分

地の解決することも可能である。 

本工法の設計・施工の課題として，①利用可能な浚

渫ヘドロと砂質土の諸元から最適混合率を求める汎用

的な設計方法を確立すること，②最適混合率を確保し，

効率よく法諜ヘドロと砂質土を混合する施工方法を確

立すること，の 2 つが上げられる。本研究では，海域

施工，陸上施工の 2 パターンの設計・施工法による，

実規模スケールの浚渫ヘドロを用いた干潟土壌の混合

方法について設計・施工方法をとりまとめた。 

 

浚渫ヘドロの最適混合率の設計方法 

１．干潟土壌に必要な有機物量とシルト・粘士含有量 

これまでの英虞湾において実施した干潟再生実験で明

らかとなった，干潟土壌中の有機物含有量(COD:化学的

酸素要求量)と生息する干潟生物量の関係を図 1 に示す。

浚渫ヘドロを用いた人工干潟に生息する生物種類数は，

有機物がほとんど含まれない場合や過剰に含まれる場合

は減少し，生物の生息に適した範囲として COD が 3～1

0mg/gDW であることが明らかになっている。同様に，図

2 に干潟土壊中のシルト・粘土含有率と干潟生物量の関

係を示す。シルト・粘土含有率についても，生物の生息

に適した範囲は干潟土壌中のシルト・粘土含有率が 15～

3％であることが明らかになっている。 

２．最適混合率の算定 

人工干潟の土壌には，有機物量とシルト・粘土含有量

の最適範囲を満たすことが必要である。そのため，COD

が多量に含まれる浚渫ヘドロと COD をほとんど合まな

い砂質土を混合して， COD は 3～10mg/gDW に，シル

ト・粘土含有率は 15～35％に調整することが必要である。

ここで，浚渫ヘド口および砂質土の COD (mg/gDW)およ

びシルト・粘土の合有率γ(％)から，浚渫ヘドロの砂質

土への混合率α(重量％)と干潟土壌の COD，およびγを

以下の式で算定できる。 

COD={CODa×α+CODb × (100-α)} /100 

γ={γa×α+ γb×(100-α)}/100 

ここで，COD は混合後の干潟土壌の COD， 

CODa は浚渫ヘドロの COD，CODb は砂質土の COD， 

γ は混合後の干潟土壊のシルト・粘土含有率，α 

γa は浚渫ヘドロのシルト e 粘土含有率， 

γb は砂質土のシルト・粘土含有率である。 

図 3 に COD が 20mg/gDW の浚渫ヘドロと 1mg/gDW 砂

質土を混合する条件での浚渫ヘドロ混合αと干潟土壌の

COD の関係を，図 4 にシルト・粘土含有率が 90％の浚

渫ヘドロと 10％の砂質土を混合する条件での浚渫ヘド

ロ混合率αと干潟土壌のシルト・粘土含有率γの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－45－





 3)管理目標値の設定 

 混合率 30％，50％の場合，シルト粘土含有率と COD

は表 3 のとおりとなる。また，目標値に対する許容値は，

シルト粘土含有率については施工上の誤差を±10％，C

OD については事前分析時の浚渫ヘドロ試料の分析誤差

を考慮して±1.5mg/gDW とした。 

 

 

 

 

 4)施工管理 

 設定した混合率 30％，50％を維持し，均質な干潟土壌

を施工するため，浚渫ヘドロの撒出層厚と混合撹拌の深

度で管理した。表 4 に実験区毎の層厚，混合撹拌深度を

示す。 

 

 

 

 5)結果 

 実験区①，②のそれぞれ 3 点で 1m の深さでボーリン

グによる試料採取を行った。ボーリング試料は 25cm ず

つ 4 層に分割し，シルト・粘土含有率と COD の分析を

行った。撹拌後の干潟土壌は，当初の予定通り，撹拌深

度 1m まで混合撹持されていることが分かった。 

 

 

 

 

 図 6 にシルト・粘土含有率，図 7 に COD の深度分布

を示す。シルト・粘土含有率の平均値は気中施工，水中

施工ともに許容値を満たした。層別に比較すると，気中

施工では表層(0-250mm)が下層(250-1000mm)に比べ低く，

水中施工では，表層が下層に比べ高くなる傾向である。

特に水中施工では，施工時にロータリースタピライザー

の撹拌による分離が生じ，砂分(粒径 0～0.075mm 以上)

が下層に沈降して，表層部分のシルト・粘土含有率が高

い状態となったことが予測される。COD は深度別の差は

少ないが，シルト・粘土含有率と同様に，気中施工では

表層が下層に比べ低く，水中施工では表層が下層に比べ

高くなる傾向を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．ケース 2 : 海域施工 

 1) 施工手順 

 2004 年度に他海域で実施された浚渫工事で発生し，約

1 年間陸上で仮置きした浚渫ヘドロ(脱水ケーキ)と，あら

かじめ採取し約 1 年間仮置きした現地海域の砂質土を，

陸上混合ヤードで，撹拌バケット(ドライブミキシング)

を装着したバックホウにより混合撹持した。混合撹拌後

の混合土は干潟土壌として，DL:±0m 以深はクレーン付

き台船により，実験区③に 50cm の層厚で撒出し，DL±

0m 以浅は，干潮時に重機により陸上から 50cm の層厚で

撒出し，両者とも撒出し後にバケットによる敷均しを行

った。 

 

図 6 シルト粘土含有率の深度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 2)混合率の算定 

 ケース 1 と同様に最適混合率を算定して，混合率を設

計した（表 5）。本ケースも現地砂質土の COD が 0.54m

g/gDW と少なく， COD から算定される混合率最適範囲

は 15～60％であった。本ケースでは，COD の最適範囲

を満足する混合率 30%を設定した。 

 

 

 

図 7 COD の深度分布 

－47－






